
昭和43年度,

鹿児島県水産試験場事業報告書

昭和45年3月

鹿児島県水産試験場



目次

漁業部

 漁況海況予報事業報告・・一・・・・・・…。……・…1……・・・・・………

 ・遠洋資源調査報告。_。_。_。。.。.。..。。。。.。…。。。。。。。。。。.。.…。…。.。…。。。.。

 、・沿岸重要資源調査報告.・。。一。.。…..。。。。。。..,。。。。.。..一。。。.。。。一............

 指定調査研究総合助成事業・・・・・・・・・・…一・・・……….・...........

 漁業開発調査..。。.。。。_。。。。。。。。。。。.。。。…。…。.。...。.。。…。.。。.。…。。。.。.。。。….。。...

 .弓ゴワ漁業調査・・

 1バショウカジキ流縄漁業調査一…・・・・……一・・・・・・・・・・….……..

 沿岸海底調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・……・…・一・・・・・・・・・・・・・・……・・…一・・・・・・…

 漁具漁法調査指導・・・…………・・・・……..一一..・・一一一・一・一一一一・..・一…'・一

 浮魚魚群調査………・…1・・・・・・・・・・・・・・・……・・・・……・・…一・・・・・・・・・…一・・

 昭和43年度漁業部関係既刊行書一覧・・一・・…

 海洋観測資料・…・…

'.'一1

''''Ir1ア

 .,一2ア

 .......一ちテ

.Iちフ

 。一48

-5-1

 ……一…68

ア2

02

1.一一118

・・…ニイ18

 ・製造部

 ハマチ鮮度保持試験・…・・・・・・・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……・・・・……

 .オナガザメの凍結貯蔵試験・一・・…

 かつ拾節省力化試験・・・・・…二・・

 .1)現地口日ソツ庫」にみるかつ捨節緒乾温度の推移について一・一

 2)かつ拾節電熱利用焙乾試験。一.。。…。。。。…。。.。.。。。。。。。。。。。。。。。。。.。

 ・明飽製造試験・・・・・…

 。イーカ真空凍結乾燥試験…・・・・…

 一雄加工試験._…。.

 (1)くん製品の製造試験・・・・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

 臼)^マチくん製試験一・・・・……・………・・…。.….。。。。。。.。。。。。一

 ←)タコ加工試験..。・…。・

 (2)煮干いりこ利用加工試験・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

 (3〕木酷液利用化試験・・……・・……・・・・・・・・・・・……・・・・・・・・・・・・・……・…一・・…

 (4)シワガザミ珍味加工試験・・一・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…
 1共同研究指定工場指導一一・・・・……・・・・・・・・・……・・

 '一I…198

一一=一206

・・…;・・210

...三210

.....二216

....2紡

 ..一.一2-4=1・

 ....j24三5

 。一。一245

 .{・・…二■{246

-250

一.252

 。。ク5字



養殖部

 鹿児島湾の真珠漁場特性について・一一・……・…・・…一・・…・・・・……・…・・・・・・・・・・・…

 鹿児島湾に拾けるムラサキイガイMyti■u日8p.の生態について一

 クロアワビの産卵誘発と幼生～稚貝の飼育試験・・……・一・・

 一アコヤガイに附着するフジツボ防除試験……・・一・・

 鹿児島湾に拾けるアマノリ類の養殖品種に関する研究一皿

 口.シブ養殖試験…・一・・……・・・…一・・・・・…

 クルマエビ種苗放流追跡調査一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……・・・・・・・・・・……・・…

 水産業改良普及事業・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・………

 ・…一…・・・・・・・・・・・・・・・・・・…山264

 ……・一一夏79

 ・…±;・、・・:286

 ・・・・…;・二一・・一一29.6

 …一・…・一・…・・・・・・・・・…二・3-10

・・・・…=き{6

 ……・・・・・・・・・….一.・.。一・二3一引

調査部

 淘瀧養殖魚類の嗜好性研究一匹・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

 クルマエビ配合餌料研究一・・一…一…

 かん水養殖漁場適地調査一・…・…・・・・・…

 ハマチに寄生するベネデイニアの寄生状況調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

 出水市桂島周辺に蛤ける工場廃水影響調査・……・・…一・・・・…

 出水市米ノ津～熊本県境に至る沿岸水域の工場廃水影響調査・…

 阿久根市地先水質調査(1)一・一一・…一・・・……・……・・・・・……・・・・・・….…・・….。…一。。。.。

 ク4(2)一・・・・…一・・…・・…一一・・……・・・・・・……・・・…………・・・・・・…

 水域指定に関する水質底質調査一…一・・・・・・・・・・・・・…一・…・・…・・・・・・・・・…。・・・・・・・・・・・・….。.

 滋粉汚水が水産生物に及はナ影響調査...

 夫里川,八房川の下流域の水質調査一一一・一・・…・……・
 内水面養魚場水質調査_…・・一・・・・…。。…・…・……。・_。

 治山工事廃水による影響調査一…一_.。。。。..一。。一。。。.…。.。.一。

 架橋工事廃水による影警調査一一・・・・・…

 ・.・・一一540

 ・一・一一一・一一.''I■343

・.・344

・…356

359

 ・…・二…一3164

・・372

 一.・き76

 一一。。。..i381

..ト.1セ81

 ・・^二j三き82

 …・1・L…一402

 ・・…一…404

 ̂■一一μ、I■'一'.IOI一.一一一408

大島分一場

 沿岸漁業総合開発調査_....….

 (1)カツオ餌料調査一・・・…

 ……一4.21

 …一冊と…・・・…4=21



 (2)カツオ漁業調査・・・…

 (3〕海況…・・・・・…

 (4)ムロ分布調査.........

 (5)漁業試験_..・・・・・・・・・…

 (6)漁具改良試験・・…一・・・・・・…

 白蝶異分布生息調査・・・・・・・・・…一…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

 マベの増殖に関する基礎的研究x岨

 ・定置観測・…

 大島海狭定期観測・・一一・・・・・・…

 水産物加工指導・・・・・…一…・・

 ウニ企業化試験一・・……・一・・……・・・・・…

未利用資源開発禾踊化試験一

大口養魚場

 養鰯事業・…・・………・・・・…

 養鮎事業・・・・・・…一・・・・…I一一'一

 義鯉事業…・…

 マスの消費動向に寄せて・・。・……・・。。。。。。一。。。…。。。。。。…。。。。。。

 43年度ニジマヌ採卵,艀化記録一一一一一一一・…一一・・・・・・・・・…

 在来マス増殖研究エ

 ニジマス稚魚産神別比較成長収容密度試験…
 ニジマス飼育試験。.。.。。.。。一。。。。。。。.。。。….。。..。。。。。一。。。。。。。..。。。。。。.。。。。。。一.........。

庶務一般

 職員の職氏名・・・・・・・・・・・・・・・・・・……・……・・…ソ・・・・・・・・・・・・……・…・…一・・・・・・・…/

 事務機構及び職種別人員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……・・・・・・・・・・・・・・・・…

決算概要

422

423

4引

435

437

439

459

469

474

480

481

.......___484

486

490

491

494

496

501

507

573

515

517

.51ア



漁業部



 §漁況海況予報事業報告

 。〕目的

 沿岸沖合漁業に関する漁況と海況を調査研究しその結畢に基ず■七これを迅速に速報並
 に予報する事により資源の倉理的禾岬と操業の効率化を計り。漁業の安定に資する事を目的
 とする。

 〔皿〕調査の実施状況

 (I〕実施機関1・一鹿児島県永産試験場
 担当者=一=.一、・竹下克'一

 徳・留一陽一郎..
=岩倉栄

 川・上市正

 肥後道隆.一。

北上一男

 12〕沖合定線調査

 船名一さつ在・ん

 船長名山口英昭こ

乗組員数総員18名

調査船項目

屯数116.57屯

 員書1〕520摂書1]

 機関の種類ニイガタ6MMG-16,S型一

 速力9.5ノリト

測深機

 ai油圧演■1深機

 型TS-1型

 ワイヤー長1,5口0腕

 b)手動測深機

 ワイヤ⊥長30・0m

音響測深機

 ai垂直弔

 理式D-4型海上電機製

 周波数24KG200KC

 記録レンチ

τ
 レ;/ン(m、ノフト

 (肌×段)

 10～1口020〉(20
浅
 20～20040×20

 10～25050×20
深
 20～500100×20

一1'



記録紙

 b〕

表

示

範

囲

湿式

前科用

 型一式]⊃'33型

 周波数50KC

 記録レンチ

 レノ≠(剛

 O～100
浅
20～200

深 2

 O～250

0～500

海上電機製

200KC

ツフト
 (肌×段)

20× 20

40×20

50×20

100×20

 旋回角度0～180左右舷

記録紙湿式

 その他観測機器
 電磁海流計(理研製ジー

 CK型潮流計CK-3型(日本海洋電器製)

 風向風速記べ一ソ式

 自言己推…カ(涯註慶=計

.顛個採水器10本

顛倒水温計防圧16本

被圧5本

 BT(鶴見計器製)

 サリノメーター(鶴見罰器製,

DOメーター(ベリグマンi

 二P且討DF5三型(日立)

 光電光度計1口0～0001型(日'立〕
 い調査項目

 a)水温.塩素量の各層観測
 観測履0,10.20.30.50,ア5.l00,150,200,300.400

 500,600,800m層

 b〕海流の観測(OIEK使用1

 o〕一般気象海象の観測

 d)魚群生態調査

 魚群探知機による調査

一2一



第1図 漁海況予報事業

県単海洋調査

定線図



 簡易漁具によ.る魚種の確認

 魚群像の研究・

 その他

 e〕卵鮒の弔査
 全観測点で調査

 f〕その他

 潮目]⊃SLその他漁紐況の特異現率等の調査並に西海区水研で示した調査項1目
 仁〕実施概要

     測二・'一点'徽調査員名     調査年月日調査船名漁海況予報県単海洋観測
     43.5,1～5,8・・28。.肥・後道隆

     ユ

     "6,36.g1711上市正

     "・7.3～7,615岩倉栄.
     肥後道隆

     〃10.2～10.9さつなん39北土一男

     〃11.4～11.13"II一上市正

  
   
'

     "12-1～1ろ、フ〃岩倉栄     〃

     44.1.6～1.16"肥後道隆

  
   
'

     〃2.3～2、、2〃徳留陽一郎
     川上市正

     〃3.1～6..8〃〃
     北上一男

 (注〕調査年月日は実際観測月日で往復日数は含まない。

一(引予報資料収集方法

 (イ〕加入電信(テレリ"利

 なし(普通電話をも害て収集〕

 (口iその他

 当本試では次の様な漁海況資料収集機構で資料を収集している

 a)資料収集漁港と対象漁業並に魚種

    調査漁港調査漁業種類・調査期間主対称魚種

    枕崎カツメー本釣.旋網,敷網,曳縄周年カッ;オ,7ジ,サノ㍉ム目アジ,イワシ類ヨニワ
    山一川カツオー本釣,敷椚.曳縄.ブリ飼付〃カッ土、アジ,サ1ハ“ワシ類,フ,ヨヨコワ
    阿久根旋網,敷網,刺網,サバー本釣〃アジ.サバ.イワシ類.ムロアジ.ブリキビナゴ
    串木野旋網、敷網,マグロ延縄〃アジーが,,イワシ類,ムロアジ.ブリマグロ.カンキ類
    鹿児蝪旋網、敷縄.曳縄、サバー本釣カツメー本釣一マグロ延縄〃アジ.サ・㍉イワシ類.ムロアジ,ブリカツメマクロカジキ類
    内之溝旋網敷絹、電置網.底宴'網〃アジ.サバイウシ鄭j,ムロ了ジ.ブリ

    その他(必要漁港)曳縄.刺網,浮敷網,定置網一本釣各漁業の漁期中ヨニワ、トビウメ,・・ビナゴ.プリカジキ類

一4'



 b)資料収集機構

二局肺.1
一一

' 一

目

 貝へ

 I一

一漁海
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海
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況査
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県漁一
単場

事調
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調船

 。ooo.o.o

 漁漁魚油そ漁
 種業種出の祝
別別刷漁他借
入水銘船特報
 港場柄の・異
 巣状水操な
 収況揚業る一

量位状
置況
 と並
 漁に
況一
般
概
要

場

査

水

油

者
000000

各表魚魚発漁
点層探種見船
 の流反の魚の
 水の応確群操
 温流に認と業
 そ向よそ状
 の遮るの況
他魚状
群況
位
置

と

大

き
さ

L

絡
連

無

/

 その他資料

 ○改良普及員

 。10管区海上保安本部
水路部

 ○各県資料

 ○その他

電話
『

文書

通報

漁海況週報作製

水試担当者

↓

一度二]

三.
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 14〕予報の発表

 イ)漁海況速報

      速報発表月日印刷       部数主たる配布先対称魚種備考
      4月       350部了ジ,サバ,イワシ類,ムロ了ジ209報コ
      5.12.19.26日0水産庁カツオマグ回,ユ212〃
      5月0全漁連全土

      〃       0各水研フ・1ろ報～      3.10.1Z24・31日他モジヤヲトビウメ.キビナゴ217"
      6月0九州山口各県全土218

      "

      本試他関係本試～      Z14.21.28日他モジャコートビウオキビナゴ221〃

      7月○関係官庁全土222

      〃

      ○県内漁村振興会～      5.12.19.26日他モジヤ=.トビウオキビナゴ225σ

      8月0改良普及員全土226
      .〃       ○旋網カツオ～      2.9.16.23.30日他ノ》ヨーカジキ230'

      9月マグロ各船全土231      〃

      。調査漁港の入港～      6.13.20.27日他プリ,ベノヨーカジキ234π

      10月漁船       〃      4.11.18.25日0広報機関全土r。。。～他ブリ.キビナゴ238"
      11月〃全」二239       ～

      1.8.15.22.29日他プリ243"

      12月全一上244.
      〃～

      6.13.20.27日イ版リョコワ247〃

      1月〃全土248
      10.17.24.31日他プリョコワ。ら1"

      2月全」二252
      〃～

      7.14.21.28日他プリョコワ255〃

      3月全土256一

      Z14.21.28日イ抜'リーヨコワゴら一。"
      海況,㍗.サバ、カタクテウルメ

      長11月15日      期マイ1ワシ、ヨニワ.ブリ、ヌ1レ      メイガ
      予

      報4月1目〃癖況、デジ.サバ.カ〃ヂ・ウルメ
      ムiロアジ,カツオ.マイワシ

一6`



発表月日.

特4月13日

 月1」5月17日

予8月7日

報12月23目

...印刷部数
 き'㌔bI部.

〃
〃
"

 主な配布先
 全一一二ヒ

〃
〃

.対称魚種
 カツー力

トビウオ

バショーカジキ

ヨこワ

備考

 (口〕その他の予報方法

 上記印刷物による1漁況週報」の舶に次の様を広報をなしている。
 a1地元"南日本新聞の毎土曜短に潰海況の概要速報と漁海況図を記載している''
 b〕ラジカ広報

 地元"南日本放送の毎土曜日11時D5分～11時10分の5分間週間漁海況の概

 況を放送している

 C〕調査漁港での掲示

 各調査漁港に週報専用の掬示板を設け毎週漁海況週報発表日に印刷物を掲示してい

る

 d.1・その他

 調査船の出港鰯間中魚群発見或は漁海況で特別な事項を発見したbラジカ或は無線

 で不定期放送をなす

 〔皿1結果

 調査結果ぱ1漁海況予報事業績果報告書」(昭和43年度〕として昭和44年4月別冊
 発行し.であるので本稿てば省略する

 〔工V〕特別予報

 毎週発表しているlI漁海況速報」の他に本県の重要魚種について次の様に発表した(ヨ
 ニフバγヨウカジキについては別稿漁業調査の稿に記載するi

一7'一



 (1)鹿児島県沿岸の重要魚種の長期予報

 昭和43年3・月一麦1日1発表
 (昭和43年4月～昭和43年8月)

 先般西海区,南西海区関係の水産研究所・水産試験場の海浜.漁況長期予報会議に拾いて発表

 され元結果を本県の地域性を加味ヒて再検討して次のよう・売予報を作製し定めで参考にして下さへ
 <海況〉

 一半毒より低目であ。た各地の水温は.・3月中句以降.トカラから薩南域にかけて大きく上昇しつ
 ㌧あり.沿拳の一部ではまだ低目のところもあるが.沖合域では殆んど例年並か一部高目の

 ところもみられてきた。な卦水温の上昇は本県西部の上昇が目立{ている。今後水温の上昇は今

 暫うく続き,!例年より高目の海域が多くなると思われるが.5月6月頃は気象条件に上{て再び

 降下し、平年値内外となるであろう。

 黒汐は黒島～草垣島方面への影響が強く.種子島.屋久島南～東部てば一難岸の傾向で.大隅東

 岸域では沿岸南下流がみbれるこ一とが多いと予想され.この方面では今しばらく低目が続くであ

 ろう。

 く漁況〉

マアジ
 マアジの漁獲の主体が若金魚となっている～;と、漁場の移動がはげしいこと等がつ依然と

 して低調であ一る。

 本県での動向は地域性が強く,昨年は列年より多く.本年も引続き42年に近い漁獲が見
 込まれそうである。

 しかし漁場の主体は北～西一睦海域であり.魚体は豆アジが多くなるであろう。

 なむ種子島,屋久島近海の漁場てば42年を下廻るであろう。

 サバ類
 近年サバ資源の傾向は低調気味となつて一いるが.昨年頃かb九州西部各県てばマサバでは

 あるが,地域によ。てば好漁している。従=て÷サバの混獲も多い本県域の踊場でもその影
 響を強く受け.5.6月の盛漁期には可成り期待がもてそうである。

 しかし総体的には今暫く低迷を続けるであろう。

 [カタクチ］
 カククテの漁獲量は引続き増犬を続けて拾り今1～3月の漁況は九州各県とも好漁である

 本県の漁況も特に悪い環境条件は見当らないので.昨≡Fを下廻る様方ことばないだろう。魚

 体は中羽以上の混獲が多いであろう。

 ムロ類の資源は一応増大傾向と考えbれてむり.鹿児島県を除く各県では昨年もアジ。サ
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 バと共に漁獲さ・れ1混入割合が相当増加L・ている。しかし鹿児島県の呼集の水揚量ぱ40、

 ・1年の払下に終・たが本年は他県の状況か・みて本県えの洞跳見込飢.昨年より漁
 獲は上廻るのではなかろうか。

マイワシ
 依然と一して低水準であそマイ・7㌢資源は。近年緩まんでぱあ今が快誓の兆がみられつ㌧あ
 iた。しかし昨年は四国九州各県とも不漁で.只本県のみや㌧多か{た。冬期よ匂現在まで

 の敏海峡の海況は、マイワシの不漁年であ戸た40年に似てりるの下期待はもてをいだろう
 只4月中句以降若干混獲が予想される。

 な右'四国足摺岬以東てば現在マシラヌ小羽群が好漁で.この方面では今後中羽の増大が
 予想されている。.

カツオ
 宮古島南万かb台湾東方域の2～3月の水温は平年に比べ了叩程度低目である1二と,南

 方の漁況も不時悪くな。たこと等かb,カツオ群の北上が遅れていると考えられる。
 今後急激な水温の上昇があれば集中的な漁獲が見込まれる。詳細については後日(4月中

 旬、情報を集め広報する予定である。

 南西海区沿岸マグロの延輝め近年の蹄況推苧から判断して,43年はキワダ小型群の加入
 量増大にと出て・'釣獲率め上昇が鱗で㌣、r.邪歌山・高千1・坤県備報かb4～6
 月のクロマグロの沿岸域への莱漁に年目したへ

 (2)鹿児島県沿岸の重要魚種の長扇予報

 昭和4戸午。11戸5日発表
 (昭和43年11月～昭和44年3月)

 先般西海区・.秤海区関係助産研究所・水産試験場の海況・漁況長期予輯筆陣いて発表
 された結果を本県の地域性を加味して再検討.して次のよう危予報を作製し走ので参考にして下さい。。
 〈海・況〉

 本県近海の水温は現在、黒潮流域で平年並か、やや高目,沿岸域てば平年並か、やや低目に経

 過している。今後の見通しと'しては現在までの海流の推移に長期気象予報(冬期季節風の強さは
 列年並か〕とを考慮すればIここ当分徐々に水痘は下降を続け冬型の海況へ順調に移行し、現在
 低目の海珪め水温も来春には平年嘘た向後寺るだちう。
 従{て冬期には水温の著しい低下はないものと思われる。

 <漁況〉
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マアジ
 西日本体のマ了ヅ資源ぱ・・年前後を最高に次第に減少して漁獲量も当時b'リ量・位に低
 下㌧魚体も0～1才の小型漁が大部分を占め・東支那碑かbの補給も減少してい㍍本県近
 海は他海域と私り・・年頃昨は鮪傾向を続叶て昨が.一神後期よ蝋獲は減少し始
 坪県近海のフジ群や他繊同鯛源の減少触にルたもっと駒狐
 従。て今後の漁況は薩南海衰では蝕待ぽもてず西薩緯域では大きな変動は考えられないが

 昨年並かやや減少,魚砕は1才の中小型群カ…主体ξなるだろう。

サバ
 本県近緯のサバ資源は41年を最高にして42年春から急減し現在な寿低水葦で経連して

 い瓦一方西日本全体g†バ資源は停水準で推移し子い午声・昨年よりマサバの漁獲が増加
 傾向にあり・叉本年は神域にゴアサノ{平入・サバ好の率麟・等好転の兆が見られてい
 る。本県の場合も散発的朗準サバ年の稚増、漁獲量の経年変動,マサバの来滋増一水温
 変化の推移等から見て今しばらくは期待出央ないにしても来春以降.相当期待されそうであ
カタクチイワシ

 責県のカタクテイワ7漁況は.ここ数年来増加・を続け本年の漁獲量は昨年の2倍以上を見
 込まれる情勢で差ろ。又カタク'チイワシの分布域÷産卵量.'産卵域ともに相当広大し.本年
 度産卵調査の結果でも近年にない最高の採取量等.好条件がそろ{ている。従亡て本県近海

 域の力〃テイワシ漁は今後も現況を持続するであろうが近年漁場が広大沖合化の現象がみ

 幾繰㍗蹄1}1多`ても撃く蝉嘩接漁雛ぴ榊繊もあ

 .ウルメイワシ峠,ここ数年全国的には減少傾向.九州東岸域では微変動で横這いかやや減
 少・九州西岸域てば増ψρ奥向が兄与れている。本県韓では西薩海域で竿加しているが薩南
 一醐てば強で=目立二た惨も差<紗レて惟
 この工うなどとか;曽転6兆ぽあろ去6まり蝕待ゼきそうもなく.西麓海域で昨年並か†や

 増加.薩南海域てば依然として不振状態、だろう。

 マイワシ資源は全国的に依然として低水準を続けている。、40年頃までの西日本各海域の
 漁滋状況は資源好転の兆として見bれは・じめていたが,現在再び低迷を続け漁錘量産卵量と

 もに減少しその分布域も縮少して紅り.本県域でも漁獲増を期待する資料は見当たら一をい。

 その他主要魚種の漁況情報　ヨコワ



 例年なbぱ秋以降,日本海南西部名域で曳縄,定置網等で漁獲が始まるのであるが,島根

 県沖の一部でわずかに小型漁む回涛を一時見たのみで漁場は形成されず(漁期の遅れか?〕

 曳秤船の漁獲も見られてい在いようであ瓦叉太平洋倒でのヨコワ情報1本県近海の水温の
 †降桔況当期待される情報は現在見当bない。

 秋以降のプリ情報ではハマチーメヂロ等小型当本魚群は各県とも好調の模様であるが.大

 型ブ。群について偉期待のもてる資料は少ない。

区画'

 太平洋南西海域のスルメイカ資源は昭秤59年頃より増大傾向にあり・李年は夏イタ漁も
 好漁であ{たので,今年の冬イカ漁は夏イカの残り群と北部海域かbの相当量の南下群があ

 る。ものと考えられる。I近年本県近海の冬イカ漁ば出漁船も少なく,漁獲量も少いが,今冬期

 硝況が予想州低目な水準状況とをるよ㍉な場合手玉1中なことがら本県域でも
 相当睾の来癖が考えbれる。

 (3)一薩南海域のカツオ情報

 (昭和.43年4月13日発表〕

 I現状

 1I海況

 1a〕鹿児島県本試の観測(第㍉図〕

 屋各島斗蝉海域(日t一・3iの表面水温の変化は1}3月を通じて平年値より1.5～2・5
 .一一0冒低目で経過して封り.今年ぱ40年、42年に比べて1～20C低いが水温降下の傾
 向、3月の琴低漫期などは類似している。

 lb1南西梅区水産研究所の観測(第2図).・

 g月25日から3月26日雫観測で'目安として2'2.O線をみると台湾北部から宮古
 、島南東に叉2ザP9線は沖縄g西海域にみられる。41年の高温期ではすでに南西諸島ぱ
 ・・ゼC以上・・…年は・…9。以上の水帯で紬われていたことか・みて・竹の黒潮

 機戦二1㍗㍗それに黄海綿く脇田し川†・42隼㌃比べて最
 (■長崎離気象台g観濁1、..

 1月一11・日柚・月'享,日の水温吻粋な.い連続的虫拳節風の吹き出しも'・あ士て.東シ
 .坤中南部李枇碑邊て平年凶底目で多一だ。黒潮主流域は大陸棚繭蔀に伽て流
 れ・流軸位置流向速は平年並である秤・南西諸島沿岸寄りには反流域が卓越し,殊に久米
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 島西方域は最強1.5/4一ホの時計廻りの・』・さな渦の形態を示していた。

 ・ゴ・1㈲西日本海況旬報

 3月中句によると南部の黒潮流域では前句に比べ約1.…:=9高く牽{た。しかし平年より
 全般に低目。

 (θ〕海上保安庁水路部速報(第.3図〕

 3月中.下句の表面はトカラ海峡で17～200Cにな=て起り.黒潮本流域の中心部

 ・は帥師25マ。イルに接岸し・表面水温は子0・。2.一㍗示して仏
2.漁況

 (a〕今年初漁期(1～3月、

 枕崎,山川両港に水揚げした中,'』・型船ぱ2月に11隻で約72ト:・,3月は48隻で

 .坤192..トン・咋年同期に比べて入港船数・水揚量とも大巾に減少しね2月24日山1■1
 港午線ノ瀬寧輝か宇大判カツ当'・1ソカ潮水揚げされたが・昨年川・日遅/近海
 カ'ヅ身漁め出足は全般に低調セあ二たと
 毛む一蘭k温の上無二も{差一そ一三月俸為墳竜セヨコワ.ホシガツオなどシビ混りや.列年にな
 くサバ待が多く=て餌付不良でら亡たことなど.条件が悪く低迷をつNけていたが.都井岬
 E13ロマイル附近(31。一30㌧50N,133し5b'～134し10則でビンナガ漁

 がはじまり、1航海3アトンの好漁船もあ百て南西諸島方面のカツメ漁はヌトソプし。た。
 4月に入。てロノ島、中ノ島.悪石島方面で好転し6日には山川港に一6隻も水彊けさ

 れ,枕崎市では加工場えの水の需要が多くな宕で一般家庭の断水.時間給水書でた`ね

 魚i本ば40～45C〃の」・型群一である。

 (b〕南方漁場の状況

 年末.年始にかけて南方漁場(沖ノ鳥島南13㌧18冊.133し137。引で好漁がつ
 ㌧き1航海50～7口トンが多く96トンの船もあ亡た。因みに枕崎、山川両港の水揚状況
 かb1航海当りの平均量をみると1月I54.9トン,2月56.7卜γになり,近年にない好漁であ

 {㍍しかしながら3月中旬頃から低調と左り1航海3g～40トxの水揚げ船が多くだ{た
 今年は昨年同期に比較して広範囲に魚群が多いとのこと。水温は26～27.C台である阜

 皿見透し(4～6月)

1水温

 一晒ρ目安1として尾久島近海ρ本海葎化珍わみて.3月砕最低浮鄭で42年と類似した経
 華を迫るだろうレ、。{月はよ昇傾牢は大牢二≦なり..冬顯雫興か今春季高温に急上昇ずみ好

 漁型と考えられる。

 ・枕崎・山川両港酬る水揚経年季化は隔相昨全卵師は上向き也句この状態
 φ今稗昨年よ蝸漁にな可能性力≡強行太平洋での.カ々漁撃量も年・増加して的
 (謡4図、カ㍗資源はトまのとFう増加興向にあると与られてむり。現在の近縁カッォの漁
 獲主体帥型下あ砂ξ.ろ和薩南繊坤来鰯は多/なろうと考え帥る・
 ・I一票轍砂郎低呼率潮流艶」壇大しω・今年一癖が最大螂とみ・れている(長
 崎紐浮気象台の話,。叉3月下句あ観測で本流域は屋久島に大きく接岸しており.水温も中
 心部で20.2℃を示していることかう.黒潮流の経路が西部がち迂回して屋久畠に接岸して
 いるので今後水温の上昇をま自で草垣方面での漁場形成は早一く一一だろう。燃し.奄美大島附近
 壮今だ低水温帯か残存しているのでこの方面での漁況は合しぱづくば低調模様であろ一うと思
 ・われえ=。=
 ・4一こがよう珪見方から今年は不確型ではなく36年以降の年平均董14;帥O.ト坊上廻ることが
 予想される。それにしても今年は初陣期が亮く、いきなり盛漁期に入{た感があ為しかし今後
 の海況変動.来遊量によ害て漁況は大きく変るがある程度期待がもてる年と考えられる〇
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第2図  43年2月25日～3月26目観測

表面水温分布

 (南西海区水産研究所外海資源部の資料)

 台湾北東～東方の表面水温は15…23.c台て黄海冷水ぱ15～18℃台が大陸棚縁辺部に

 南に張り出している・.



 桑ろ図の2  ・剛1・1句;月・・㍉..
 の観測　表面分布図
 (南西海区水産硯究所外海食痘部の資料)'

黒潮流域

 平年より2～3℃の高目  I一一14一



 14〕昭和45年度熊毛海域に於けるトビウオ漁況の見通し

 (昭和43年5月17日i

 今年度熊毛海域に於けるトビウオ漁況について

 過去・の資料.海洋襯.測結果.現地での聴取調査箸

 を綜合して次のような見通しを立てた。

 1.今年が不漁では坑いかと思われる事柄

 (1、。漁獲量の長稗変動を見ると・昨年は過去の雫
 低を記録して拾りご』r丙午カ環低潮と魯も
 れる。今後漁獲は上向くであろうが著しい増

 大は考えられず傾向からして今年は平年漁以

 下と思われる。.(第1図、

 (2)屋久嘩「湊K於ける表面水温の変化が冬期
 は低目で漁期中笛目に経過する年は好漁砕多
 い・今年の変化を見ると冬期は好漁年の昭和

 58年のように低目を続けてくる卒.5月に
 入。ても38年のような急激な上昇は見bれ
 ずむしろ低目になiている。(第2図)

 (3i冬期東支那海の黒潮流量の多い年ば馬毛島

 漁場てば不漁の場合が多いが今年は流量は増

 加しているようである。(第3図)

 (4〕その他

 一現地でめ調査によればトビ・ウカの飛ぶのは

 例年在ら4月下旬から見bれるが.今年は少

 なカ・{たとのことである。

 又魚探船(魚見船)の調査てば魚群ぱかを

 り認めbれる牟海水牟輝。て.っるためか陸側
 へ余り近寄b坑いという。

 2一今年が好漁てばなムかと思われる事柄
 ω歯項21で述べたよ・う・に』湊の水温変化が冬

 なることが多い。

 今の処屋久島近海の水温は一湊の水温と
 同様低目で.黒潮は水温そのものは幾分低

 目ではあるが広く.弱く屋久島近海を覆。

 て奉り沿岸水系も若干南下が見ら柞るとこ
 ろカ中今後黒潮勢力が強くなれば好条件と
 なる一と思われる。

 (3jその他

 現地での調査てば魚探船の調査によると
 魚群は余り陸側えば近寄ら在いがか在り多

 億二基二島漁と言われるが轍
 藻が多いという0
 3結び

 今年の見通しについては以上のと卦りで海

 況は現在必ずしも好条件とは言えたいが今後

 .好転する見通しが強く.叉魚群も沖合にはか
 なり見えている等好・条件も多く期待が持てそ

 うであるが近年の傾向として魚群は来漉して

 も接岸することが少なく直接漁獲の増大には

 結びつかないものと思われる。

 更に漁獲の長期変動を見ると現在低迷期で

 本年も平年漁以下で昨年を若干上廻るにして

 も著しい増大はないであろう。

 馬毛島近海では現在のところ漁はないが後

 半永渥め上剃て連れて漁が見込まれる。

有一

 夏・'一ん6神・

 第驚1器11升∴苑
 のと思われえ。(第4図〕

 (21黒潮が接岸し一ガ治痒水系も一張あ出し.そ
 の間に潮境が形成されるようであれば好漁と

 第3図冬期東支那海に於ける黒潮流量

 と.馬毛島の漁穫量との関係
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第1図  熊毛海域に於ける(総体)年次別トビウオ漁穫量

第2図

 屋久島(一湊)における表面水温の平年値との差図

第4図,.水温水平分布



 §.遠洋漁業資源調査

 ..(マグロ延縄漁業釣獲率表)
 '一一(・昭和43年4月一4峰3月)

1.目的

 本調査は水鮒.!蝉水産研揃1の遠樽源調査委託費によるもので,マクロ資源ら変動
 機構を究明し・llヤク㌣漁薬の計画生産なb苧不漁況予察あ俸制を確立するための基礎資料とし
 ての漁期、漁場馴魚娃組成を司面的に収集することを目的とする。
 2.調査方法主・よび調査隻数.体長測定尾数

 鹿児島港に入港するマグロ延縄漁船の日別操業位置、魚種別漁獲尾数を調査し。.マグロニカ
 ジキ類の体長測定を実施一した。

 4～3月r卦ける調査隻数および魚種別体長測定尾数は次のと卦りである。
調一査 体長測定尾'数

 隻数ビンナガ1州キ・〃ロメカジキーカジキクーカジキシロカジキ・バショー
マクロカジキ

116.2282022.7671611口723.2313.6.633

 な一時調査隻数は入港隻数の約30%であ石。

 乙資料の取ま≒め亨法および配布
 詳細についくぱ遠洋水産研究所から研究報告があるが、当本試では原資料をもとに緯度,経

 度1餌区分して月別㍗の区叩の麟業隻数・鯛約数・魚種別釣麟(約数100本
 に対する漁獲尾教iを求め釣獲率表を作製した。

 釣獲率表は釣獲率図を附。して毎年鹿児島港卦よび串木野入港の当該漁船に配布している。
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轟

                  漁場区分マク]類                  約数カジキ類サメ類マグロカジ総計
                  LatLOng口                   ビンナガメバチキ…タIマグロ計メカジヌ.カジ・キ、クロンに                   ・一カジキカジキ{ショウフウライ計計計

                  13～14129～1305144146414131359.5g..
                  一帥一的一'一〇1o'一〇一0.550.000.580.050.00口.050000.000.160.740.74

                  18～1?127～1288261149862621..星9....コ...1..5......コ...1.5...
                  11,2000.230.100.44口.770.010.050.190.261.131.13

                  19～20124～12527411o3392020
                  一夏;菖.菖一〇I一一IO.240.14O.380,100.100.100.31.o.690.69

                  20～21124～125346103581818
                  一き;4.2'oI'一一..備一一身'・I11.o1一『菖一b.ラ亨一0.090.150.230,530.53

                  20.21125～126514191342127627・61                   ■61
                  ア,2000.170.26O.010.470.030.170,100080.380.85O.85

                  22～23126～1271527229..9...
                  1,4400.030.010.050,010.010.06軌06

                  23～24126～127153821511'''11
                  一『一五一五一b一一'一石1-b著一'σ020.60.01O.010.03一一・。“二・1…                   0.08.・0108

                  23～24132～13313513636・・;し36
                  一一r.苔一80一一'一一一'O.21一一61.備0.210.210.21

                  26～27132～13311661232323
                  I-olI『一Io一一'一〇lIo.4-I一'一一一一一一〇lo一一『I-I征i一'五一0.140.14

                  27～28128～12978539o割671237070
                  '一一き;一5-o一百一一一一一一61一夏.30.141.121.920,030.060.092002,00

                  27～28129～130111.:、Ii、22566
                  '一.6-〇一〇一...一I■■一・、一一丁『Iアー■.■一.一一.■一■                   0.170.3'ぎ0.330.851001一・i芋・・…                   I.1一.00

                  27～28130～1317612321...2...7271839、.・39
                  4.洲己一0.140.290.070.500.1フ0.口50.170.430.930.93

                  27～28131～1321221133
                  一'6'σ.o-I一I一'ol一三一き一一.0.330.170.170.5'㍉.5

                  27～28132～1332フ131122214..ユ.4...
                  312000.220.口30.09口.030.380.060.060.44口.44

                  27～28133～134519414662020
                  一一8;σ一〇石''一0尤一10.110,050.180080.080.250.25



                 2J～29130～13163,000180.6010.03.190.6310,0310.0320.〔17210,70210.70
                 28～29131～1323一一一{;百一〇一〇一2一一.一〇1-1'一『一一一1一一画1一σ一6I'I19-I『=亡一著一一I22一.千一2-I蔓一一一2.Io1一『I一一う一2'一一耐一『一II『一.241.3324''てき一苦一
                 28～29132～133.1'一悩鮒33-I.一『1ラー苔一I3I-ol.f一宮一一一3一一一〇一一『一一富一一9備曼一.一10.06,…、1・…                  i10.0,6.、{..q..曼.3840一夏茗一百一
                 28～29133～1341一一r1440一1'Iば。一'〒一.一1一一τo.一i一一一一2-o1o一イー'....婁..0012o,o一:iI一
                 2・9～3・0130～131.84000100,25220.5510.03330,83..3.ゑ....83330.83
                 ..29～3・0131～13-221I'イ'r;菖一再U一5し一'一二〇打万一一3..一〇一〇一一き一.'一85一一〇1一アー五一'字3.σ葛r1呈10一'石1'o.亨'一一5b.041一'むlb'Iイー.13一一i=『.''i一一29.一一'o1ラーち一一一.・1221.06122'一『一.o-6一

                 一.一〇

                 29～章0132～13354二〇一直。一44.禍百一一2一一σo.喜一一一10一一旦1三百一一561.3770.17...室...0.059'一一一bj乏一一夏一一,.一白.巨....1.59.6511盲'亨
                 _29～3G133-134日。一一イ'4;6一如一.152一一一『'1o一万一一'12一一〇lI菖一麦一一一'12-51百一夏一一2一一備一司一1ア81.2240.27一10.07一50.34.....1.員.事....1.251831.25
                 29～3013.4-13534,320一380.8820.口5400.93=。.。手。。。。2。。。0.0520,05,...4岩...0,9742一ρ197
                 ..ポ～・4・13-13I盲;r一.o百I9.一一u一苛.菖一一.91-I『=ラサー.100『二亨苔一一330.6540.08370.73..ユ.真..才....2.6913ア.2石9

                 言「111-i一価;一6I柑'4180.3855一応σ'喜一一一一4690.42180,029600.874100近...4..署...0.04640.0650.口0610.062130,19..,ユ..z.葦....1.口61731』]6
                 一一組成3564.740.0.1-581.83,53.65.50.45.2182100100

                 調査隻数'
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昭和43年4月(1枚目) 上段尾数
下段釣獲率



                  漁.場区分約数.マグ.山=卸カジキー類サメ類マ4口                  ク日回シロ総詞
                  工at工1ongビンナガメバチキ'ソ.マグロ計メカソ・キマカジキ{・ンヨウ                   カジ7ウライ                  カジキ討計計

                  10681-004118                  12～13129～130...暑.§....コ..負......4..4...1.β.2.........コ..鯉.
                  '144000.040,060.69O.03・0.820.19O.110.311.121.τ2
                  11910224                  13～14126～127一1,6001.争...コ4                  0.060.560.630..i30.130.250.880.88
                  531313434.613                  13～14129～130'一石1044アI■一一一.一一■■.......4..ア                  80000.390.420.04口、05O.080.1.60.590.59
                  101417992162                  128～1291713149                  14午15181181■一一一一.一■一一
                  14,400O.10O,12O.690.01O.920,12O.0τO,22O.341261,26
                  61520641                  14～15261119                  130～13161060                  .一9,る己口一.一、一■■一■                   0.06■一一'一.■.一                  0.160.210.430.020.0・6.0.11O.200.6;3..一〇.63
                  ア181450τ83                  19～2041-q.2135                  128～129118118                  ,一■■」一一■.一

                  9,章000.180.140.510.010.850.口40,100,210.361.2口I.1.20
                  6308105143202524                  20～2169                  124～1252122.12                  ''フー芝一〇.o.I・α420,111,461.20O.280.35O.530.962.942.94
                  33751.762711口                  21～22124～1258686
                  一一茎、600II.己1082.020.032.120.06一0.190.03O.282,382.38・
                  1213                  26～27129～13053一                  .一一.r:三〇.b0.17O.080.25O.25O.25
                  6385290.15                  127～1281512                  27～281021.02                  一I五一書.帥..O,07.榊ε.■.一^I.一.一一■'■一'.一                  0.052.070.02O.1τO.02O.τ1O.282.322.32
                  19261583169821231                  27～2813[ト131200200                  rl、ち口00.020,051.370.031.470.070.180.020.271.571.57
                  8213513936                  131～1321                  27～2810..4.9.....誓.署.
                  4200』0.050.020.830.02口.930.070.140.020,241.17.一.一ア
                  82142144114                  27～2814                  132～133'一一.一41挑一d''一服ダーI...蔓.貞、、......呈.5                  G.040.44O.06O.85O.290.291.15.1;τ5
                  141714764                  130～131一14                  28～29189494
                  一8;4'0δ0.010.850,050.?O'0.050.170.211.121112



録一
11'

                 二Z二員㌻..29・ヨ31、㌃.1.3,2                 i24I1I茗.r一'o.石一一一一5己.0210-011851.31一220.16三!.ユ..1.5020.01260.1830.02一2.0.01、至.ゑ....口.2.3....署.4..4.17。ll。享袈一。1ヨ1フ3・
                 2ト29き=ト….。.152～1337一一41ぢ'o'o'I1・一一己1o一'筆一。40I-o1鮒2一一〇万4I一43-Ib.亨.610.02140.31・15二0.351...、......5..a.;...58一                 一■一■■■■

                 1-2`9芯3-o一1130～1・312一.o1σ'署一166・一一'I『一1『一.曼..ユ..4..0.2482'r1青サー2-0.034口.071                 '一51字'.σ.o..0.0220.0390.15..2..1..1.549-1}1.5.公
                 .2.9㌻3.0..一13一、.152'Z2-5-D一一1一一〇1-o一'4I41.一Iol-r膏1o.o二一五.一430.197P.31.10.ら480.36....5..コ.....蔓.ユニO.213一
                 2'9∴3-O1132-1331                  .'茗1oi一'一111'.軍事・1111.自・320.3320.63・・』・…手21=重1季
                 5・o～3・1・.131～132111.I耳19.5-o一一60.129'一一〇=『'一幕一一44一一'o1官'亨一30.066・2'一『=夏一言'二5一一一〇lr一'石一一.50.10..后..7.316≡7・・1.3-51
                 章.、。ニニ争。一13!ξ.、コ、3=今3.5;一{一一〇一〇一'一20'o1一雪一ダ44一.o1喜一幕一'64.一一ギ蔓Iぢ一130.2613=1■.'..■0.26....Zl.Z..                  151..Zl.Z..1.51.
                 4～51134～1351一4一一'6;'富一己'百..≡170.一25701.03871,28一.140.21..コ..4....0.211..コ.0..1..49・・亨・則、1佃
                 7～8・135～1366                  一一i一一81一σ1o-o=一1159一.'o1菖一幕一一165-Iolラー…一一17一己、oIg'一'I100.0627-0.15;一σ一・一1童..21量1.一一一^f..ノ1口.0ウー
                 8～9.135～1365I-5;万一q'O-1一30一一.I備7'30一一〇1喜一ラー一。一一30.063.0.06...3..3..0.61・..萎..至.至.・.掲.611.{
                 8一～'9113ト1672一一3;る一.o-o一一一一一〇1o一茗一一30.0830.08・・早'0.145.・…一・・…鵯.0.1,4

                 ■

                 .一十1一..

                 計13一フー一4;2一ち.o一一一1050.06・129'o=o.フI一一551一一〇二葛一事'一'71一一i1百五一一一1.8551.06一3口0.02140一一一■'一■■■0.08500.0910.001390.084600.26..2;3..1,、5・一1.33、.'・12:315..'一一」1'I'''一一一'''一.=1.33

                 組成一調査隻数・4,5一・5.66ア.03.180.11.36.06.50.06.019.9一...1ユ.9..o...100                 ''0.'.各一『一一一'一一一1i

 昭オロ43年5月( 1枚目) 上段尾数一
下段釣獲率



                  漁場区分!一'一0一一                   .』マグ。類カジキ類サメ類マグロ
                  約数カジキ

                  La1=クロ                  LOngヒyナガキ…グー一計メカジクロ                  メパテシロ                  マグロマガ・ジカンキカジキ'=一バシヨラフウライ計計計
                  26～2712323                  12卜12232王

                  7503,0ブ3.07.=3.07.。.07
                  342L■                  40'2                  2ξ～273                  127～1269''5151
                  I'夏1菖''喜一〇1.5ア0.081.64口.12O.24O.352勺O一.2.00
                  1136138                  26～2フ130～15224040
                  1,2000.083,000.083.170.1フ0.1ア3.33.3.33

                  ラ6～2Z1182203                  132～13.323                   一■一■■一一.■■'・'■・■・..23
                  1,2001.500.171.670,250.251.92132
                  325155                  27～283                  126～1271457・57
                  2,3502.172.26・…、・…。                  0.090,130.040.172.432.4言
                  1172621270                  2ア～284215                  127～1212一28Z                   ''一一■■.282

                  3.28I.■一・■一.I                  8,0000,090.013.38O.口50.030.010.060.153,533.53
                  111                  27～28129{13011111212

                  I.一一'.一■一・・^.■1。.

                  'i.2口00.920.920.口80.081,001.0t1
                  14115611                  27～281673124                  131～13219186186
                  10,1001.550.111.6・.50.03P.1.20.040.191.841.84
                  1131273                  27～28133141                  131～1321411144                  一6.600一1左4                  0.051.920.口52.020.020.060.口2O.020.060,172.182.18

                  4

                  27～28854895                  132～1335.9494
                  2,9002.930.143,070.170.1-73.243.24

                  ア

                  一2ト292106                  127ん128108・2121gI・15123..123
                  互,ラI000.042.162.200.040.020.040.口20.180.312.5・12.51

                  ・、三二…一・146フ67                  コ28～129.1一ち.4一.10ブフ.77
                  一2,邑5-02.532.530.040.1.90.15=0.3.82.912911



ピ

                 3

                 28に一2-9一.129～130150511235454
                 1,9500.052.562.620.050.100.1521アフ2.フ7

                 一一

                 17                 '28～29130～1ヨ1160201811285.25206.....三.P.隻.
                 1,2口00.011.430.181.620.110.0ア0.040.221.841.84
                 15                 28㌧292038                 131～132211。2181627238、238
                 2,0口01.690.071.760.02口.150.010.050.231.981.98
                 353                 28～29'て32～1乙355115454

                 一一2.3002.302.300.040,042.352.き5

                 2Ig-3口1きト衛18382859413…夕8書8
                 ・1.づ一百'σ'一一0,08.妻1己一52.130.230.10O.33.。乞、45;1Σ45

                 丁。                 ・・29～3049                 131～1王2493145353
                 r,有'一d-0.I2.722.720.17O.060.222.942.94

                 3

                 29～304646                 132～1338311.i5757
                 1,8002.562.560.440.170,613.173,17
                 10                 3口～3111241252                 130～1511一.14・129129
                 =一一言一一事ポ0.1923622381o.380.190,1190,76室.4,5ア24.57
                 12132『                 30～31133                 一151～イ52241154ア180180
                 一フ,…一i-d一一一一1.830.011.85口.03口.570、口10.040.652.502.50

                 ,'一

                 I■■'

                 352                 計191.88153.95532327352・2262.1812,181
                 7,17事0.000.022.160.062.240.040.150.0080.0030.060.262.502.50

                 組成一1                 0.10.986.22.489.61.46.10.3..旦.ユ.二...呈4..旦.壬.......コ..q.q......!.P.P.....
                 調査隻独31

昭和43年6月(1枚目) 上段尾数
下段釣獲率



                  II1'一漁場区分・マダー資額一一カー一'ジキ類メ』マダー回

                  LOng一約数ク1クロツロフ男ジキ                  正at総計                  ビノナガメバチ一一'キ'ソーマタ目詞メカジキマカソバ・ンヨウ書1記書ゴ1・                  カジキカジキラ1
                  26～27126～12ラ11111                  一一'60一.o一..11......一...■■■一....2.2......2,z....                  1.83.1.831.83、83.67.3.67
                  26～身7127～12817.ア714一14

                  6001.171.171.一7.12.352.33
                  27～28・一1126～12759510027112435                  '一'一蝸。'U一一'一11、亨一喜.一..コゑ.蔓......コ.蔓.5.....                  0.12.080.0401150.020.020.5o.ア.2.812,81
                  η㌻281127～128う0633235814一21。1                  I''丁帥IoIo一'一一一..征i一き一一'.ユz.4....21旦548...二..旦.蝸.                  1.84.880.08O.120.010.8.173.043.04I
                  セ弘一妄81=12・8」129t8714915611362、一6『223                  .可一鵬q一一〇一一一一1,58...室.2.蔓...                  0,061.440.01一0.010.030.570.622.062.06

                  睾,ト29≡.・12ア～1281310810811147                  .葛,050蔓O..コ..与.§.......コ..搬...三                  1.341.340.010.010.010.580..621.96τ.9.6
                  28～29128～1291041口71114一77                  .'〇二〇一フ'一IIミ8.2..コ..2:.至......1!.胴..二                  1.78、85O,020.071.28.3プ3.223.22
                  一一ク8～2913口～1312252I5一11                  '二丁夏一〇一〇.'一'一.11..                  2.08I....蔓.白.......嚢.白.、.                  2.0-8D.920.9Z33
                  29～30128㌔1293・28281                  I'憎一δ一〇一一一II■至'...≠....至..5.                  1.56、56O.06一0133一0.391,94....鮒....'一㌔..=1、ウ=4一=
                  29～30130～1315135367                  一.■一HI0.05...Z.........ユ..6:.....5.q....                  1.59.640.320.320;。642.272.2ア・

                  計9123897・920一19・一・422.1・蔓...426                  o.石14一一一'一一'.'■.■■一...2..4.4..1..4...二                  1.66=.700.0・4.0.080.0040.01αア9.91≡2.62・2.62

                  組成一1.6・63.4一65.11.3一3.00.1                  .調査蛾.照......至.皿ユ.........乱2.                  17…一・・…≡…一…                   3

昭和43年7月(1枚目)  上段尾一致、
 下段釣獲一率し



                  漁場区分一.マク目類カジー.キー'類噸マグロカジキ
                  釣・..数4ロマグロクロカジキシロカジキ総一罰                  LatL009.ビンナガメバ子キ^タ.計メカジキマカジキバショウフウライ討計計

                  1一                  17～18。衛5～126F1.10030.27......ξ....口.55121.09星..1..一一『亨121.15.'i'...211'一再苫.'r..一一
                  18～1ヅ480.1850.114.'一『二i'ブ''60                  124川125一一一再;鮒'o'1.3760.142-0.042old'互.1D.02章701.6070■■一■}■■.一■■'.1.60
                  18～19o1                   125～126'一Irlヨーb-o'30.2720.18161.45211.920.18・2。・.0.1.8232,09232j〕9
                  26～2プ1                   125～126.一満一〇一8.'一イニξ.喜一..§..、1.3310.1710.17一20.3310116'ラー一101.67
                  26～27o4                   126～1272400391.63391.6310.0580.3390.38...鮒.・…2482
                  26～27。6                   127～128一一3,'6口066一一一ゴ挑一66'1.8330.0810.0310.03290.81340.941002,781002.78一
                  27～28。10                   127～128一1''茗1日'd01011.68101-1.6820.0310.0り10.02370.62410、一681422.37=1422.37
                  27～28o6.                   128一ユ29…ぢ'苫Io一一ご81..一揃'喜一81一Σσ.喜一一一70.1970,1988-2,44882.44
                  28～29。5                   127～128..一鉗一び廿371一.一r1身一ち37一'他一き.一1口.0ぎ.30,11Io1む一ぎ270.932'・1.07692.3692.3
                  28～2ヅ3                   128～129一一一I1鮒己、191.06191.06191.口6191.06382.1一38-2.1
                  28～29。1                   129～13口一.6.oσ18ろ18320.3310.1ア30.52τ3.52.1,3.5
                  29～30'10                   130…131一'.一610.百=o66.'『=τ一.661.110.02370.62一380.651041,731041.フき

                  計i.・5234,200'I14b.04130.045,101.495371.57..ユ員、..0.042・.0.01110.03.30.011660,511970.6734-2.147,342.14
                  組成調査隻数1.91.869.5フ3.22.00.31.50.422.6一■■一'一一一I■■'一■26.8100100                  8

昭和43年8月(1枚目) 上段尾
下段釣獲率



良'

                  漁場区分.

                  Lat工Ong約数マグロー類クロビンナガメバ子キバグマグロカソキ類クロシ〕マカジキカジキカジキバショウ;                  計メカジキフウライ計サメ類計マグ回カジキ計総計
                  15～16136～137612,93Z551.8210,01280.22'2642.4120.0220.0210.0360.05100.082742,122742.12                  1ト16137～1382                   、3,800501.3180.211581.5520.0530.08611.64611.64

                  16～171卜17136～137137～1382247.9507r5,30021.342561.74164心34i190.127961.662751,8150.0330.⑪2100.q260.0413D.03360.088321.778521.7ア'                  90.062841.86284て.86
                  18～19137～1381240,1820.01五260.1126                  2300011

                  19～20137～1382220.48・ll⊥38                  4,60口20.04一一一一20.0440.09420.9・142091

                  29∴3030～51139～140136～13ア12、“7-6,170321.483591.4フ083寸32148」る21.48321.48                  539!1・473391.473391.47
                  30～31137～1381                   2,3100.2123,10.2230.2230.2
                  30～31138～1394                   9,2401361.48十13611,481『91.9710.0110.0120.021381.49138寸.49                  31～321・38～13.93                   5,9101191.97㌧10.0110.011202^.ユ51202.15

                  計56221820「                  1.8681.521.0.002370.182.1062-58230.01'230.011町ヲ0.0165'0.052,171.一1.772.1711.77
                  組成調査隻数86,00,010.997.01コ1.11133.0100100                  5

昭和44年3月(1枚目) 上段尾数
下段釣獲率



 §沿岸重要資源調査

]
一  概要・

 国の委託事業として継統実施しているもので西海歴南西海区水産研究所の実施要綱に従亡た
 I調査

鹿児島港

"

枕崎

〃

阿久根港

地一

港

漁業種類

東緯旋縄

天秤延縄

近海旋鰯
 カツオー本釣

曳縄

近海旋網

 主な魚種

 アジ,サバ類

 サバ類

 アジ.サバ類

カッカ・ヨコ1フ

.ヨコ.ワ

 アジ.サバ類

測一定内容

魚体損1淀漁況調査
〃"〃〃

〃〃"〃

〃〃〃〃

〃〃〃〃

〃〃〃"

 皿漁港調査について

 詳細については「昭和43年度漁海況予報事業結果報告」に記載したので概況だけ述べる。
1.近海旋鰯
 イ1枕崎港

 昭和43年4月から44年3月まで枕崎港市場に水揚げされた近海旋網船の状況を第
 1表に示す。種子.屋久～宇治草坦島方面を主漁場として圭・り43年中の水揚量は近年
 の最低であ宕た。この魚況の不調は4月以降からみられ種子屋久海域の秋期から冬期に

 かけてサバムロアジの不漁が大きく影響して来たが44年1月にな仁て好転の兆が見b
 れた。

 第一表枕崎港魚市場に拾ける旋網の月別魚i:瑚i」水揚量

        入港その他の

        月船数一総水揚量マ了ジーサーバ亨ルメ了ジその他
        471ア8αλ269.1321.6一14口.848.9
        586904.44-15.616Z8一241.379.7
        674906.778.2181.82.9570.O73.8
        7I13141.122.267.1一1ア.434.4
        825276,8114.7108.9口.136.9.16.2
        964883.口182.2303.64.0339.953.3
        1079・1,026.6271.乏469.729.8177.778.2
        1125333.239.785.6一202.65.3

        1240689.233.1153.628.0452.2.22.3
        11192,514.085.41,19ア.921,7952.5皇56.5
        276.2,594.3435.91,264.123.口821.649.7
        3一.792,208.1119.9502.90.81,52-1.063,5
        計75113,25ア.82,067.24,824.6110.35,473.9781.8
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 口〕阿久根、串木野港

 甑島周辺から野間岬沖の西薩漁場は各魚種とも前年を上廻。た。特にカタクテ.ウ1レ
 メの増加が目立=た。ヵタクテの水揚量牢12月は少なか仁だが1月には170tも漁
 獲され又小さば(ヌーパー)は12月に甑島海域で好漁がみ≒れ1月の水揚も例年より
 多くなつている。この方面の漁況は薩南海域同様冬期たサバめ漁撃衰が増加した1二とが
 特徴である。

 2.サバ天秤釣

 主漁場である屋久島声域は不漁っずきで42年かb急激に減少して拾り今の所回復の兆は
 みられない。

 3.プリ解句

 鹿児島湾口の漁場は141tで平年漁であづた。魚体ぱ9月4ゆ内外と7k身内外の2群が

 あり10周以降は4～5k身主体で1月には再ぴ7畑内外の大型魚に変亡た。

 4.ヨコワ曳縄

 初.痛は例年より車く一1d月末枕崎沖ではじ女さた。11月上句には甑島南部で漁場の形成
 はあiたがカツオ主体でヨ=ワはフ～9%であ宕た。ヨコワ主体にな〒たのは12月中旬か

 づであ兆枕崎開平竺雫。漁苧と.し・1月曜久島叩も漁場形成が見られたが全般
 酌に低調であ乞走。
 5.近海カツオー本鉦
 4一・3年中枕崎山川港には中小型船延1,433隻.14,092tの水揚量であつた。これば
 3'6-42年の毎平均量に近いものである。年間の1航海平均水揚量は9,8tで近年てば最
 高であ仁た。

 皿旋網による魚種別漁況

1iマアジ

 .43年中のマアジ漁況は水揚量から見て西薩海域てば好漁.薩南海域は不漁であったと

 い.える。阿久根港のマアジ水揚量ぱ4,508rで42年の好漁を上廻官だ。これは春～夏
 の好漁壬9～11月の甑島東部野間沖合での豆.仔アジ,中子ジの好漁によるものであ{た

 9～11月の魚体は昨年同様豆アジ(61～65%i中アジ(28～35%)が多く小ア
 ジは少をかうた。

 枕崎港では夏秋の水揚量が昨年ほど七は李く1,705iで42年(好漁年〕の40%であ
 {れ又同港のムP了ジは'21300tで3.5年以降の最低であ=たが44年1月にな{て・
 種子島近海で増加の兆がみえてきた。一方西薩海域は順調で阿久根港では40年に次ぐ水
 揚量であつた。魚俸は」・サバ主体で例年より多く全般的.に漁況は増加傾向に転じた。

 皿i魚体調査について

 43年度中に測定した内訳は第2表に示した

 体長測定精密測定については別表にそれぞれ記載した一

 一28一.・



 第2表調査地別漁業種類別.魚種別調査回数及び尾数

       調査地鹿児一島枕崎
       漁業近海I近..海東海

       八田網天秤釣
       種類旋網旋網旋.'網

       コIマゴマゴマゴ・マゴマ
       マ了ジ

       月一Iサバサバサバサバサバ

       164224

       4ω(11

       556506
       ω(1〕

       6252
       11〕

       8フ

       7(3〕

       25

       8ω

       9

       1,116.

       10は〕
       11

       1275        (1)...、ジ        。・'一・一一。一一一一.

       695       1154一二
       ωω

       391

       2はプ

       5

       謝565811122,618身24154
       .1互〕.例一.1(4〕15j一.∴(!〕li〕
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#ρ

2o

)o

6o

μ

2o

2o

2P

)θ

20

20

     43・4.24.

     N148

     マサバ竹島     
 

潔

    
 

一

     'θ2口3o仰

     5.5

     N474     種子島東黙

     1

     〃      、2θ.30ψ

     5.8

     N56

     、鹿児島湾口

    
 

■

     〃2o5o孕。

     6.5

     N194

     種子島南

     /o2ojoμθ

     10.14

     N1.081

     種子島北
     1一1

     /ク2o刃4o

     12.13

     巡N75      小山田湾
     I,

     〃20ラ。4o

     44.1.12.

     N696

     種子島東

    
 
I

     /θユρ3θ4o

     ...9

     N391x

     種子島東

     〃2口3o4o

第一図  サバの体長組成図
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 別表1体長測定表1近海旋綱サバ類)'

           調査日43年
           4,24〃5.5〃5.86.5〃

           船名大幸丸左回福吉丸左回泰良丸租丸左回

           漁場竹・島左回・種子葉左回鹿湾口・種子南・左回

           27011■尾

           27511511

           28051.112025

           尾一28581.712511
           29010.7255.3130610.5

           295224.6135311、フ10.5

           30016.ぎ2-1.44910.023.52・1.0

           30596.1418.742.1
           叉
           3101.6.31912.85712.094.6

           315212.55221.68818.625.5189,3

           320743.83423.0831Z56'1α0189-3

           32516.32818.9459.5813.82914.9

           長33016.311Z4(516.5111904221.6
           ゴ

           335212.542一フマ81.フ1322.42613.4

           340ア4.7、サ51.1610.02915.0

           ('{
           34516.310.ア)1O,2813.8105.2

           '亙3503O.621.0

           355((2O.411.710.5
           山マ

           360マサ21.0
           サ           )'{           365'{・11-0.2(
           ・)、            '{ゴ           370(マ(パ

           m肌二/パ

           3一サン           375子y'ミ
           測守            子〕・           580{疋5測測
           )            定定           385)            2)

           3902

           3953

           4007

           405ア

           4101一

           計..16.・14830......λ7凶....5658194
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            44年

            10.14"12.13.1.122.9

            大幸丸産同界一明I.万1..吉一丸一栄進丸1

            種子北左.同.・』・山田湾種子東種子・東

            亙老尾%則尾亙老尾%F老尾%

            33020.2195423510.1250・10.3

            33540.42004240255

            34080.7205924526020.5

            34510o.?21082501.0.126592.3

            350252.32.151525510.127015            (3.8
            ゴ355464.3220{62602O.3275153.8
            マ

            サ360e07.4225.826540.6280143.6
            バ3651069.8230727030.4285102,6
            )

            .37013212.22ξ522754・.0・6290174.4

            '.3フ5{3912.824028081.1295215.4

            3801059.72451285111,6300328.2

            385948.7250290一11.63053910.O

            390777.12551295253.6310・5714.6

            395666.1300324.6315681与.4

            400454.2(3059012.8320461一.8
            マ

            2405553.2サ31010915.63252769
            バ

            1410353.2)51513419.23301333

            6415.222.032012718.233530.8

            6420100.9525.一一7010.134010.3

            1425131.23303g5.634510.3

            543090.8335131.8

            543560.6一34060.9

            144口20.234550.7

            54453o.3

            245060.6

            145510.1(ゴマサバi(ゴマサバ〕

            1

            4351(パ=・テ測定)
            35.1,08175696391
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別表2体長測定表

(天秤釣}

        4.3.年■.一一一一一一■一■

        調査日7.2.・乙12Z228.ア
        船i名金.唾丸金生丸一万感丸龍漁丸

        漁場ガジャ西ガジャ,西.有シヤ西ガジャ西
        300

        (

        305ゴ13,6

        310マ
        サ.

        315ノ{

        尾320)I..
        (一

        325}I一一.ゴ13.5
        マ

        330サ

        3351己3'{
        )

        340

        345

        35口1一&5

        叉355
        36013.5

        3651-3.326.9

        37013.327-1310,3

        375516.713.626,914刀

        380413-3414.526,9z8,0

        58526.72ア.126.928.0

        長3902Z113.5一4-0
        395・26.727-11.一・&528.0

        (40013-3310.721¥一9312-0

        F40526.75≡{α328.0
        老410516.ア310.726.9一312.0
        )

        415.310.013お3.10.3520.0

        42013.3128.0

        42513.32Z11

        m肌43口1a3310.714.0

        4352Z=113.5
        44013-5         13.514.0
        計.30282925
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別表3  体長測定(近海旋網マアジ)

    調査日43年424

    船名大幸丸
    漁場竹島

    17031.4

    27552.4

    180104.ア

    尾1852210.0
    1903014.1

    195一371ア4

    2004521.2

    205・4018.9

    21083.8

    又21583.8

    22010.5

    22510.5

    2301一0.5.

    23510.5一

    長

    (一'く
    ン

    (

    F.チ
    4測    )定

    )

    ・π刑

    一一一■'■一■

    計212
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別表4 体長測定(東海旋網)

     調査日44年1.12

     船名福士口丸

     漁場不明

     24010.6

     245

     25021.3

     25521.3
     尾
     26053.2

     265159ア

     27口13一8.4

     ≡27523'1.5

     280159ア

     叉2852013-0
     290.1811、ア

     29585.2

     30012Z8

     3056一3.9

     31042.6

     長31563-9

     32010.6
     (

     F325     4

     )一330

     π捌335

     3401O.6

     34521.3

     (

     パ

     シ

     チ
     測
     定
     )

     計154

 一35」



 男I」表1-1精密測定

 (近海旋網サバ類、
1別表2-1

(天秤釣1

             43年43年

             調査日1皇.1一一調査日             4.24与.56-510.14ア。2Z12ア.220.14
             船名大幸病宵一''一旭一犬幸一一不明船名金生金生万盛㌧幸
             1313

             1431ξ一14
             神神
             15111章15

             164経             経16
             {フ.2間172

             間1819..,131。刺1855101
             刺1911145数一9101155

             2口811122084812
             数
             21241214621

             221221

             2323

             平均14819.219.09.74.6.平均20.519.419。1ソ.7

             沓♀易♂予合♀合♀合♀♂♀

             5未満317225未満317

             5～105315～10放放放             生1              生.卵卵卵

             殖10～156210～15              殖後後後
             15～202415L20.19
             軟腺,以             20}251.・20～25
             重下
             25～501争21重25-30
             蛙30～35旦里30～35

             (35～402(。.35㌔40

             9・卜・・119             〕40～45

             ・・一・ll・〕              45～50

             50以上4t141450」ゾ上1.

             ♂51892,16・§1.5♂平均1.3
             平均♀30965.86.55.5字2.6

 二;←。.一



 §.指定調査研究総合助成事業

 この事業は国の補助率業に。よる薩南海域の底魚資源の調査研究で一緒果報告は昭和43隼度1
 底承資源研究報吉書一工」に記載してある。
 なお・.本拳薬は県単事業である漁場開発調査の一環をなすものであるので.その経過内容の詳

 細について牢漁場甲発調茸華びに鹿児島県水産試験場紀要第9集(近日発行予定〕を参照された
 い。

漁場開発調査

 1=・目∴・的丁
 沿岸漁業の利用範囲をできるだけ拡大し.専薬で充分な漁業経営ができ.かつ長期にわた{

 て鉦レた操翻画が実施できるようにという総合紬の鮪から,・聯・・年度よ雌続事
 業÷して本県海域の全域にわた{ての海底調査を副画し現在進行中である。・
 ..今後は…の漁業用線底図に魚類,エピ類,'只類等の分布移動,産卵,資源状況などの裏付け
 調査をしたものを記入し..逐次1一漁蝪漁況図」を作製して沿岸漁薬の総合利嗣と経営の安定化

 に供する目的である。

皿調査概要

1.調査経過

 1イi沿岸域

 沿岸域の貝、エビ類調査ぱ⑦過去に拾いて部分的友帯域で総合的かつ系統的言1画幽こ欠
 けていたので42年度から県下全域につ一て癌続事繋として実施中である。
 ②特に貝類は異常発生し。,漁業者が未利用3書一ま漁場が消鹸ナる場合が多い。一
 従=て棲息分布の状況を調査し。漁場の発見に務める。

 ③近年貝.エビ類の人輸流が盛んに杣つつあるのそ適地の予備調査を友す。
 ④以上のような基礎調査を総合して未利用漁場の開発ををすたあ沿岸海域については調査
 船1かもめ」一を使用して4航海.4海域を実施し,・44年度もひきつづき実施す主。

 同沖合域一へ:一一

 沖合域については、43年8月調査船1一さつなん」の建造により一当初あ沖合域の天然
 瀬礁帯で底魚類を底刺網.一本釣.底延縄等によ{て,平垣地帯てば曳網によ宕で分布.

 生態調査を実施する計画であ自たが.曳網のテヌトで深海エピの大網があり.県南部域の
 水深3Gd)椛台にはエビの濃密域が広く存在しているのでは凌いかと予想されたので,43
 年度は深海エビの分布調査を重点一に調査船トさっなん」を{)oて次表gと妊り実施し。た。

 一2.調査期間.海域.漁具等'・一

使航
用海
船次

 一調・査期一間

 か編43年

も

 5月22日～
め

 海。域一

 坊岬～開閉崎
5月31日

漁具

 貝桁縄.エビ網

 鵬、詞

回数

48
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     使舶用海船次調査期間海域漁具延調査回数
     昭和4・3.年7月15日～7月2-2日〃〃貝桁網。エビ網24

     かもめ〃10月22日～1口角28日佐多町地先〃〃I16     "12月2日～12月12日大隅東部.島泊.児ケ水、開聞西〃〃67・
     昭和43年10月17日～10月26日・深紐用エピ網18

     さつなん〃12月1・0日～12月26日県.南部域水深200～400m深海弔エピ斜越に4枚トロ'ル底延纏31     昭和44年2月14日～2月21日深海明エピ網35
3.使用船舶

 ω沿。岸域

 漁業調査船がもめ(木造1,4.65屯60馬力

 (サイトローラー.チリ・キ,目ラン.魚探の設備〕
同沖合域

 漁業調弁船さつなん(鋼い1・一・・屯・;・馬刀
 .(・C・叩伺・過給鮒高速デイ'セル機関・洲酬,

4.調査項目

 {イ〕、浅海域に捨ける貝類.エビ類の分布調査
 伸・深海域にお・けるニビ類.魚類の分布調査

 .今のところこれづの分布状況と,.漁場価値の判定に重点牽拾き.産卵,.週遊.資源等につい
 ては資料の積み重ねによ=て'順次明bかにしていきたへ

 .皿調査の結果.

1.沿岸域一

 {1、貝の分布一調査

 洲有用具としてツキ≒ガイを除き主分布域を形成されているところぱたく、イタヤガイ.
 サルガイ.バカガイ等は各地に点在している程度であ{た。

 (口〕ツキビガイの主分布域は開聞岳の北西海域の別府.御領地先g水深手0m附近にあり
 50椛附近までも多く採捕された。
 叉佐多町地先では水深20沌内外に主分布域が形成されて知り.50～6口腕でも多
 く採捕された。

 ←・〕ツキビガイの穀農組成からみて大型群は沿身寄りに.小型群は沖合に多く分布してい
 た。

 午〕・山川町の妃ケ水地先ではイタヤガイの死殻が多量に採捕され.過去に巻いて異常発隼
 した形跡がみうれた。

 一'さ8一



 (ホ〕大隅東部域は調査地が水深60～90mであ仁たため重要貝の採捕は極.めて少なかつ

 た。

 121エビ類の分布調査

 1イ〕採捕された種類のうち多か官たのはオギノヌジエビ.ヒゲナガノダヒゲエ・ビで多rた
 (口、これらのエビは坊ノ岬かb開1鞘崎にいたる海域に多く,他の調査地には了カユピか少

 し漁獲された程度であ。た。

 ←→オギノヌジュビとヒゲナガクダヒゲェピの棲息区分はなさそうである。
 1二一分布は100肌以浅の平坦で底質が小砂の地域に高密度な分布がみられ,100m以
 深の傾斜面では少をか。た。

2.沖合域

 1イ〕採捕されたエビの種類はヒゲナガエビ.オギノヌシユビ,ヒゲナ坊ソタヒゲエビ.サガ

 ミ了カザエビ,その他2～3種洲妻一富、していた。

 このうち最も多く漁獲されたのは大型エピではヒゲナガェビ,小型ではヒゲナ・ガエビ,メ

 キノヌジュビであ=た。

 (回〕ヒゲナガェビの分布域を11くp曳網当りの漁獲量かb3㎏以u=をみると大、十型のもの合
 わせてg主分布域は皿31L05,週13口.一i3と。N3τ㌧σ2'.E
 13㌧00アを中心にした2ケ所にあるが.1k〃以上では更に拡大された広い海域にみ

 られた。

 いサガミ了カザェビの主分布域は水深400肌合にあ仁てピゲナガェビの300肌合とは
 若干異自た淘=域に主分布域が形成されていた。

 ←〕ヒゲナガエビの体長ば10月には6～70〃と11～1…α〃に¥一ドがみられたが.12
 月ぱ10月より8～9α治の中型群がやや多くなっていた。

 翌年2月は7～80〃と10～11C〃にあ{て7～8C〃の中型群の出現が顕著であ亡た。
 ㈱ヒグナガェビの孕卵状況は10月が蛾も孕卵率が多く順次12月I2月と・減少している
 ・ようでミIある。

 (ベサガミ了カザエピぱ6α冶～17α冶のものが漁獲され12～14α月のものが最も多か
 iた。

 3一底魚類の分布。τ,
 (!卜部g繊鮒を調査し帥みで今後資料の積み重ねをまたおぱ毎んぼうの把握昼でき
 ないが,枕崎～開聞域の水深60～100肌ではマタIイ.号タイ、キダイ.ホウボウが多一く
 分布していた。

 岬深海エビの分布域で水深300㌻40口mには俗称ヌ・ク・ソ・が工・ピ縞に1～2尾入網し・たこ
 とカ宝婁数回あ害た。
 この事醐からこの附近一帯の平坦地には相当量な分布域を形成しているのであろうか。

 1べ坊ノ岬附近には千ダイ.マトタ.イ.ホウボウ類のほか.ギ;・メダイが多量に分布してい一
 だが.その範囲は極く狭いようで6さた。

 ←〕大隅半島察部はカナガシラ、ホウボウ,ウシノシタ,が多・くタイ類は極めて少をか。た
 ㈱馬毛島西部域ぱ・チダイ.ホウボウが多く.叉狭い範囲でばあ白だが.キダイが多く分布
 していた。

4調査報告

 詳細についての報告書:ほ近く鹿児島県水産試験場紀要第9集1漁場開発調査報吉一I」で
 刊行する予定。
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漁場開発調査海域図

凡一例

 かもめによる調査域

 さつなんによる〃



 深海エビの濃密分布域図

 発見された深海エピの濃密分布域

 「さつなん」の曳網位澄で数字は濃密分布
 域内での1曳網当りの漁獲量

瀬礁域



 底魚類の分布概況図

凡優11

マダイ・・マダイ
 字・・“キダイ

チ・…チダイ
ア・…アマタ.イ
ス・…スケソ

マ.…マトタダイ
ボ・…ホウボウ
カ・…カナガシラ
ギ・…ギンメダ.イ
 エ・・エソ類
ネ・…ネンブツダイ
ウ'…ウシノシタ
ヒ・・…ヒゲダイ
ヒメ.・・.ヒメジ
 イ….イサキ類
カマ・…カマス

 ○印は比較的多く蹄揮さ。れた魚種



 ヨニワ漁業調査

1.目的

 薩南海域のヨ=ワ漁業は11月～4月頃までが漁期で盛漁期の12月～3月は県内.外船合
 せて200隻余φが操業沿岸漁業としては主要な業種である。
 近年県内漁船もこの漁業への養業統数は年々増加の傾向にあるが,ヨ号.ワ漁況は年変動が大

 きく漁場の変動も激しいので漁獲効率を高めるには能率的た漁場選定が必要とを自てくる。

 この為調査船で漁場形成要因としての環境調査を実施しつつ.魚群の探索を行い無線電話等

 にて速報をなし,漁場選定の指導をなすと共に船間による沖合情報交換を促進させ各船の適正
 なる操業をなさしめる。

 をお調査船に.よるヨ=ワの標識放流を実施して.そQ=回路経路の究明に務め当該漁業の安定

 に資する。

2.調査期間及調査海域

航海次

第1次

第2次

第3次

調査期間

 11月11日～11月17日

 12月21日～12月26日

 1月27日～一身月4日

調査海域

 竹島、硫黄島,枕崎1字治、甑.高

枕崎.甑島.宇治.佐多岬.竹島

宇治,暫島,竹島

3.使用船

 か毛め14-65屯60馬力

 本年の主漁場と調査海域図

し!.ノ

、

鹿児

 、∴∴
〉

 '◆ソ調.査海域

。

o
 ・⑳本年一の主漁場
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 4、調査の方法

 調査期間中はヨコワ曳縄を曳航し.漁場調査を実施した。

 調査の方法として

 川調査海域一あ各層め水温観測をなし.海湿ゐ調査
 12」業者船との情報交換にはDSB1,W無線電話を使用した。

 (3j調査船で漁獲があ包毛場合は位置並に漁獲状況等をただちに業者船に報じ.業者船かり
 ば漁場並に漁況の情報を得乞なξ連けいを密にした。

 (4〕調査漁場の逮定については業者船の要望を重視して行い.その調査結果につ〆ではたえ
 ず業者船に連絡した。

 (5j漁獲したヨニワは屈遊経路求明のため標識放流することにした。

5.使用漁具

 ヨコワ曳縄漁具(別区〕

 本ヨマクレモナ90本

 潜師板桐板長さ3.6α^2ケ
 ."l12pαπ2ケ

ビコーキ3ケ

釣針鳥毛製擬餌

 クレモナ90本 20m
 ナイロン3コ号ナイロン40号

 鶯ヰユ㌔
ヒコーキ

潜航板
 /5ψし

 一くユ1

 3o'肌

 ク肌(トニ白

『。.

 ナ/5伽
(コー1

一中一1

6.調査結果

 (1〕本年のヨニワ漁況

 初漁日は例年より早く10月31日枕崎沖合でみられたポ11月は融.島南部で漁場が形成さ
 れたがカツオ主体でヨニワほ10%位の混獲であつた。

 ヨコワ主体の漁にを一たのは12月以降で枕崎～開聞～竹島海域を主漁場とし.1月以後

 産久島.種子鶴海域,にも漁場が形成されたが集中漁場がなく散発的な漁で3月末・まで枕崎港
 はヨ=ワ106毛の水揚で不漁年であ。た。

 (2'調査船による漁場調査

一4傘}



 第一次航海は枕崎沖合.竹島,師黄島海域で宮カッカ。シビ準りセコ=ワの来轍絡bれ
 ていない。

 鯛蝉域身鱗弾→鰯間にカタクテに伽たカーツ槽の来激舳ヨ・ワ1岬程
 産の混睡がみられ,一操業船10口隻余が操業し漁場が集中してい一た。.

 宇治融域は甲漁船もなく調査船㍗の出解あ{たがヵツォ・ヨニワとも全く織を認
 め旋か{た。

 第二次航海は枕崎沖合.野間～甑塵1,敷島～津倉～枕崎.。竹島～佐多岬の海域でヨニワの

 来滋を認めたが各漁場とも漁獲の日変動が大きく全般的に低調であ。牟F
 第三次航海は坊岬～津倉～載島東部でヨコ川・判の漁獲をみるも漁は少く.操業船50隻

 余りが出漁しているが1日5～6尾の漁がつついている。

 宇治群島周辺は操業船2隻だけであるが調査船でヨニワ数尾の漁幣があiた。

 枕崎～開聞沖合はカツメ群のみでヨ=ワは見ていない。

 漁場は沿岸寄りに形成され尭が低調である。

 屋久島海域は50隻余が操業しているヵ洛船の漁ば10日操業で5㍗ちO尾と不漁であ{た
 13j工〕SB1,Wの設置と利甲状況及び交信事項

 ヨコワ曳縄漁業の県内浦業隻数は100余隻であるが.=DSB1,Wの設置船はまだ少なく

 地域的には笠沙地区,一湊地区が1口～20隻.,他地区では数隻のみでその他の操業船はト
 ランシーバを利用しての交信である。

 調査期間中1Wの交信状態は活発で調査船への交信内容は漁場並に漁況の情報麦換が多く
 海況、今後の漁場選定の参考意見の聴聞等もあり、かなり積極的に利用している。

 交信状況としては①水温,潮目位置.②漁獲状況及魚群の状態.③その他参考事項などが
 主表ものであ。た。

 (4)ヨコワ漁況と海況について

 本県沿岸域のヨニワ漁況との関連について今まで解明している分てば冬期に冷たい沿岸水

 系の南下張出しが強い年ば好漁年に売ることが多く反対に水温が高目で沿岸水系が弱い年,

 暖流水系が広く沿岸に接岸した隼は不漁年のようであ瓦

 本年の初漁期の海況は夏期まで低めであ=た水温も一部沿岸域を除き全般的に平年並みに

 な一た。

 又黒潮は接岸傾向でその鳥海況の冬型への移行が紅くれ著しい沿岸水系の張り出しは見ら
 れないが,飯島西晋繊の下層てば例年より2叩前後低い冷水が現われて一いた。
 漁期中黒潮は接岸傾向が続き.甑島西部あ南下冷水も表層まで表われることが少なか官た

 ので水温の下降は暖かで一部高目の水温域もあIり本年は海況的にも好漁年でばなか・・た。
 アヨコワ漁況予報の発表

 当場てば本歯査結果をもとにヨニワ漁況の予報として各県の漁況情報.水揚量の経年変化.
 海況の関連などから初漁期に蒔いて上記各要因を分析し別紙の様を予報を発表し関係漁船.
 漁協などに参考資料として配付した。

 8標識放流について

 漁獲物ゆ固漉経嚴究明のため標識放流を実施し・ているが本年度実施分律別奉のと誇りである
 が現在のところ再捕魚の報告は左い。
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標識放流魚記録

      放流年月日魚=種標識番号放流位置放流敏漁体言日録再捕の有無
      4511.12シムブリ1,096竹島南岸FL36㎝!無
      1τ.4シイラ1,08731切N129都E"50α掘"
      〃シイラ1,099"〃380m〃
      πカツオ1,084甑島壁立身W3'〃42㎝1〃
      〃シイラ1,085〃平良島W5.〃35c〃〃
      〃カツオ1,092"長浜E4『〃39α冗〃
      〃〃1,089〃〃59c〃〃

      〃〃1.091〃.〃39・α〃〃
      〃〃1,092〃〃40リ〃〃

      〃〃1,088〃〃40Cm."
      〃〃1,083〃〃36C〃〃
      〃"1.口82〃〃36白π〃
      〃ヨコワ1,086〃〃36α〃〃
      11.15〃1,090・薦島W2'"38C〃〃
      11.η〃1,073坊岬S葦'〃35α^〃

      44.一1.28〃123〃W16,〃440m"
      1.29〃・113N31割E129ち3I〃44α掘"
      '〃.110〃〃40L・1π〃
      "〃139〃〃40α11〃一

シタシ/!

ノ

＼、、

＼

第一次調査航跡図

 1T'月11日～11月17日

麗

 駕∴)
＼

凡例

 当時の漁場

。

 調査船による魚群確認
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第2次調査航跡図
 12月21日～12月26日

第3次調査航跡図
 1月27日～2月4臼


